
 ❉  第  ４６ 回 災 害 事 例 研 究 会 開 催 案 内  ❉  
 

第４６回災害事例研究会を下記要領にて開催いたします。今回 は、東 ソー株式会社の塩ビモノマ
ー製造所事故に関して、事故の状況と、東 ソー株式会社の安全改革活動の取り組みについてお
話 しを頂きます。多数ご参加いただきますようご案内いたします。 
 
■主    催： 特定非営利活動法人 安全工学会  ■協 賛：公益社団法人化学工学会安全部会（依頼予定） 

■日    時： ２０１３年１２月１３日（金） １３時３０分～１６時５０分  （開場 １３時） 

■会    場： 砂防会館 会議室（３Ｆ 六甲） 

東京都千代田区平河町2-7-5 （地下鉄永田町駅下車４番出口徒歩１分） 

■プログラム： 

１３：３０

～ 

１５：００ 

塩化ビニルモノマー製造施設事故について 

岡山大学大学院 自然科学研究所 鈴木和彦 氏 

平成２３年１１⽉１３⽇(日)15 時 15 分頃，東ソー株式会社南陽事業所第二塩化ビニルモノ
マー製造施設において，漏洩爆発⽕災事故が発⽣した．本事故は，ほぼ丸１⽇にわたり炎上
するとともに，死者１名を出す惨事となった．事故の調査をしたので，結果の概要を報告す
る．この事故の特徴として，事故の発端事象であるオキシ反応工程Ａ系の緊急放出弁の故障
から，最終事象である漏洩，爆発，⽕災に⾄る約１２時間の間に，複数の直接要因，間接要
因が複雑に絡みあっていることが挙げられる。調査では，爆発や保安に関わる学術・専門家
の視点から議論を重ねた結果，事故原因を特定し事故回避のための対策を⽴案するに⾄った． 
 意見交換 

１５:１５ 

～ 

１６：４５ 

東ソー株式会社の安全改革活動の取り組み 

東ソー株式会社 理事 南陽事業所 副事業所長  大塚 肇 氏 

社⻑直轄の組織として安全改⾰委員会を設置し、社外有識者を含めた塩ビ事故  調査対策委
員会の提言も踏まえて、安全に関する課題解決に向けた『安全改革指針』を策定した。この
指針は、①社⻑の決意、②安全⽂化の醸成、③情報の開⽰と活⽤、④教育、訓練の充実、⑤
継続的な改革、改善の5本柱からなる。 
現在は、本社と各事業所に設置された推進組織を中心に具体的な活動への取り組みを継続し
ている。 
 意見交換 

◇定    員 ： 6０名 

◇参 加 費 ： 会員 、協賛団体会員 ８，０００円 非会員 １０，０００円 

◇申込方法 

 
 

 

： 聴講ご希望の方は、ホームページのオンライン催物申込、または下記参加申込書に 
ご記入の上、ＦＡＸまたは郵送でもお申込みができます。申込期限は １２月２日（月）です。
折返し、聴講券、会場案内図、請求書、振替用紙等をお送りいたします。 
※  聴講券は当日必ずご持参下さい。 

申込及び問合せ先： 

安全工学会 〒１０３－００２５ 東京都中央区日本橋茅場町３－５－２ アロマビル６F 

 TEL：０３－６２０６－２８４０   ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｓｓｅ．ｏｒ．ｊｐ/ 

 FAX:０３－６２０６－２８４８   Ｅ－ｍａｉｌ：Ｊｓｓｅ－２００４＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 

 
第 46 回災害事例研究会 参加申込書 

勤 務 先  会員種別 

・ 会    員 
・ 協賛団体会員 
・ 非 会 員 

所属部課 
 

所 在 地 〒       －  

支払方法 

 

・ 銀行振込  

・ 郵便振替 

 

 ＴＥＬ：                  ＦＡＸ： 

 Ｅ－ｍａｉｌ： 

(ふりがな)  どちらかに○を付

けてください 
氏   名 

 

安全工学会 行 FAX：03-6206-2848 

２０１３年    月     日 


